





























































































































































自然の雰囲気を知ることによって『リーダークライス Op.39』“Liederkreis Op.39” の
詩ももっと深く理解できる。
（3） 『リーダークライス Op.39』の考察
〔Ⅰ〕In der Fremde 1. 異郷にて




Da kommen die Wolken her, 故郷の方から，雲が流れてくる。
Aber Vater und Mutter sind lange tot, 父も母も世を去って久しく
Es kennt mich dort keiner mehr. あそこではもう私を知るひともない。
Wie bald, ach wie bald kommt die stille Zeit, 私もまたいこいに入る，その静かな時が
Da ruhe ich auch, und über mir ああ，なんとまぢかに迫っていることだろう，
Rauscht die schöne Waldeinsamkeit, 美しい，人気のない森が私の頭上で葉ずれの音をさせ
Und keiner kennt mich mehr hier. ここでも私が忘れられる時が。
（訳：西野茂雄） 







となる。この物語の中に載っている有名な詩 “Der frohe Wandersmann”『楽しい旅人』
も異郷に対してのポジテイブな意味も連想させている。ここに第一節と第二節を抜粋する。
‘Wem Gott will rechte Gunst erweisen,
Den schickt er in die weite Welt,
Dem will er seine Wunder weisen,
In Berg und Wald und Strom und Feld.
Die Trägen, die zu Hause liegen,
Erquicket nicht das Morgenrot,
Sie wissen nur vom Kinderwiegen,





















































































Dein Bildnis wunderselig, あなたの面影をこの上なくしあわせな思いで
Hab ich im Herzensgrund, 私は心の奥深く抱いています。
Das sieht so frisch und fröhlich その面影は，いきいきとたのしそうに
Mich an zu jeder Stund. 一日じゅう私を見つめています。
Mein Herz still in sich singet 私の心は，静かに胸の中で
Ein altes schönes Lied. 古い，美しい歌をうたいます。
Das in die Luft sich schwinget その歌は大空に舞いあがってあなたのもとへ
Und zu dir eilig zieht. いそいそと流れていくのです。
（訳：西野茂雄）
　この詩は，一曲目の詩『異郷にて』“In der Fremde” に比べ，悲しさはなく，しあ
わせな気持ちを素直に表現している。男性は恋しい彼女のことを考えており，ただ愛の



























を記述したのかもしれない。‘Ein altes schönes Lied’ という表現も昔の思い出を連想さ
せるからだ。ゲーテはブレンターノの母親を若いころに知っていたので，彼はブレンター
ノをマザーコンプレックスのようにみなした。だがこの関係をただのマザーコンプレッ









み続けることを意味している。第二節のMein Herz still in sich singet ein altes schönes 
Lied（私の心は，静かに胸の中で，古い，美しい歌を歌います）は幸せな気分を表してい








をも想像できる。この歌は永遠の理想的な愛を讃えているようだ。Das in die Luft sich 







Es ist schon spät, es ist schon kalt, 夜は更けて，風は寒い，
Was reitest du einsam durch den Wald. ひとりの森の中に馬を駆るのは，なぜ？
Der Wald ist lang, du bist allein, 森は深く，あなたはたったひとり，
Du schöne Braut! Ich führ dich heim!̶ 美しい花嫁よ！家に送ってあげよう！
“Groß ist der Männer Trug und List, ｢男ごころは悪だくみでいっぱい，
Vor Schmerz mein Herz gebrochen ist, 苦しさにこの胸ははり裂けました。
Wohl irrt das Waldhorn her und hin, あちら，こちらで，角笛が呼んでいます，
O ﬂieh! Du weißt nicht, wer ich bin.”̶ お行き！私が何者か，お前は知らないのです。」
So reich geschmückt ist Ross und Weib, 馬も女もあんなにきらびやかに飾られ，
So wunderschön der junge Leib, 若々しい体は世にも美しい，
Jetzt kenn ich dich̶Gott steh mir bei! そうか，判ったぞ-神よ，護りたまえ！
Du bist die Hexe Lorelei.̶ あなたは魔の女，ローレライだ。
“Du kennst mich wohl̶von hohem Stein ｢その通りです―高い巌から私の城は
Schaut still mein Schloss tief in den Rhein. ラインを深く見おろしています。
Es ist schon spät, es ist schon kalt, 夜は更けて，風は寒い―
























彼はそういったことにまだ気づいていない。‘So reich geschmückt ist Ross und Weib, 
so wunderschön der junge Leib,’（馬も女もあんなにきらびやかに飾られ，若々しい体
は世にも美しい）と彼は変わりなくじろじろと見ている。
　‘Jetzt kenn ich dich’（そうか，判ったぞ！）ついに彼も事実を知ることになる。‘Du 
bist die Hexe Lorelei.’（あなたは魔の女，ローレライだ）すると，ローレライは本性を
現し，この二人の関係が逆転する。男は被害者になり，ローレライのセリフ ‘Es ist schon 
spät, es ist schon kalt, kommst nimmermehr aus diesem Wald.’（夜は更けて風は寒い
―もはやこの森をお前は出られません）は，第一連の男のセリフ ‘Der Wald ist lang, du 

























Es weiß und rät es doch keiner, 誰も知らない，誰にも判らない，
Wie mir so wohl ist, so wohl! 私がどんなに満ち足りた思いでいるかは！
Ach, wüsst es nur einer, nur einer, ああ，ひとりにだけは知って欲しいものだ
Kein Mensch es sonst wissen soll. そのほかのひとには知らせたりするものか！
So still ist’s nicht draußen im Schnee, 雪の降りつむ戸外もこんなに静かではなく
So stumm und verschwiegen sind み空の星たちも，こんなにひっそりと
Die Sterne nicht in der Höh, 口をつぐんで沈黙してはいない，
Als meine Gedanken sind. 私の思いがそうであるほどには。
Ich wünscht, ich wäre ein Vöglein 私は願う，私が小鳥であって
Und zöge über das Meer, 海をわたって飛んでゆけたら，と―
Wohl über das Meer und weiter, 海をこえて，更に遠く
Bis dass ich im Himmel wär! あの天上まで行きつくまで！
Es weiß und rät es doch keiner, 誰も知らない，誰にも判らない，
Wie mir so wohl ist, so wohl! 私がどんなに満ち足りた思いでいるかは！
Ach, wüsst es nur einer, nur einer, ああ，ひとりにだけは知って欲しいものだ
Kein Mensch es sonst wissen soll. そのほかのひとには知らせたりするものか！
（訳：西野茂雄）
　“Die Stille” も前詩と同じく『予感と現在』からである。小説の中で，美しい少年エル







　“Die Stille” は（静けさ）（沈黙）（静寂）といった意味を持ち，この詩の中でも ‘Stille’










Ich wünscht’, es wäre schon Morgen, 私は願う，朝になったら
Da ﬂiegen zwei Lerchen auf, 二羽の雲雀が舞い上がったり
Die überﬂiegen einander, 互いに飛び越したり



















Es war, als hätt’ der Himmel それは……大空がひっそりと
Die Erde still geküsst, 大地に口づけてでもいるようだった，
Dass sie im Blütenschimmer ほのかに明るんでいる花に埋もれて
Von ihm nur träumen müsst. 大地が大空のことだけを夢みずにはいられないほど。
Die Luft ging durch die Felder, そよ風が野づらをわたり，
Die Ähren wogten sacht, やわらかに穂波が揺れ，
Es rauschten leis die Wälder, 森がかすかな葉ずれの音をさせていた……




Und meine Seele spannte そして，私の魂は
Weit ihre Flügel aus, ひろびろと翼を張って，
Flog durch die stillen Lande, あたりの静寂の中を飛んでいった，





詩は ‘Es war’（むかし，むかし）と民話のように始まる。ドイツ語での ‘Märchen’（民話）
は多くの場合 ‘Es war einmal’（昔，昔）と言った決まり文句で始まる。または，hättと
müsstも民謡的だ（Brinkmann 1997, 14頁）。その他に文法的な特徴があり，それは接続法
である。ドイツ語で接続法はよく使われている。前詩 “Die Stille” においても接続法が使




私が小鳥であって」と訳されて接続法は翻訳されていない。‘Die Erde müsste träumen’
は（大地が大空のことだけを夢見ずにはいられないほど）という風に翻訳すれば非現実的
な印象を表現できる。“Mondnacht” の第一節のことはすべて接続法によって非現実のよ
うに描写されている（Seidlin 1965, 47頁）。‘der Himmel’（大空）と ‘die Erde’（大地）


































　この詩と前詩 “Die Stille” と比較すればどちらも民謡的な要素をたくさん含んでいる。
この “Mondnacht” は大空と大地と雲に託して，自分の願望をうたいながら考えを表し
ており，アイヒェンドルフは宗教的な見方を表現したと言える。それに対し，“Die Stille”
では民謡の限界を越えないようになっている。特に最後の節 ‘Ich wünscht, ich wäre ein 
Vöglein’ は本当の民謡と近い。例えば ‘Wenn ich ein Vöglein wär, und auch zwei 






〔VI〕Schöne Fremde 6. 美しき異郷




Als machten zu dieser Stund ―いま，ちょうどこの時
Um die halbversunkenen Mauern 半ば埋もれた城壁のまわりを，
Die alten Götter die Rund. いにしえの神々がめぐりたまうかのように。
Hier hinter den Myrtenbäumen ひっそりとたそがれてゆく夕映えの中の
In heimlich dämmernder Pracht, ここ，ミルテの幹のかげで，
Was sprichst du wirr wie in Träumen とりとめもなく夢の中でのように，私に
Zu mir, phantastische Nacht? なにをささやくのだ，ファンタスティックな夜よ?
 
Es funkeln auf mich alle Sterne 私の頭上では，すべての星が
Mit glühendem Liebesblick, もえるような愛のまなざしをきらめかせ，
Es redet trunken die Ferne 遥けさが，酔ったように語りやまない，
Wie von künftigem, großen Glück!̶ やがて来る大きなしあわせせのことを！
（訳：西野茂雄）
　この詩もまた夜に歌われているが，雰囲気は異なる。第一節は前詩 “Mondnacht” に
似ているが，あとの二節，三節は黄昏や愛欲の印象を与える。二節目の ‘Was sprichst du 
wirr wie in Träumen zu mir, phantastische Nacht?’（とりとめもなく夢の中でのよう
に，私になにをささやくのだ，ファンタスティックな夜よ？）で，‘phantastische Nacht’
は，（ファンタスティックな夜）と翻訳されている。しかし，この言葉はドイツ語でいろい
ろな意味を持っていて，夢想的という意味もこの中に含まれる。三節目 ‘mit glühendem 

































〔Ⅶ〕Auf einer Burg 7. 古城にて
Eingeschlafen auf der Lauer 望楼の上たかく
Oben ist der alte Ritter; そのかみの騎士が眠りほうけていた。
Drüber gehen Regenschauer, 向こうの方をひとむらの驟雨が過ぎ
Und der Wald rauscht durch das Gitter, 格子ごしに森のざわめきがきこえてくる。
Eingewachsen Bart und Haare ひげと髪が伸びてからまり，
Und versteinert Brust und Krause, 胸衣とひだ襟は石と化して，
Sitzt er viele hundert Jahre 騎士は数百年のあいだ坐っている，
Oben in der stillen Klause. 高い，静かな隠れ家の中に。
Draußen ist es still und friedlich, そとは静寂と平和にみち，
Alle sind ins Tal gezogen, みんなは谷の方へ降りていった，
Waldesvögel einsam singen ただひとり，森の小鳥が
In den leeren Fensterbogen. 破れた窓のアーチで歌っている。
Eine Hochzeit fährt da unten 見おろせば，陽の光を浴びて
Auf dem Rhein im Sonnenscheine, ラインを婚礼の船が通る―




























〔Ⅷ〕In der Fremde 8. 異郷にて
Ich hör die Bächlein rauschen 小川のせせらぎがきこえてくる。
Im Walde her und hin, 森の中のいたるところから―
Im Walde, in dem Rauschen, 森のさやぎにつつまれながら，
Ich weiß nicht, wo ich bin. 私は忘れているのだ，どこにいるのかを。
Die Nachtigallen schlagen 夜鶯がさえずっている，
Hier in der Einsamkeit, このさびしい静けさの中で―




Von der alten schönen Zeit. 語ろうとでもしているように。
Die Mondesschimmer ﬂiegen, ほのかな月の光がちらちらし，
Als säh ich unter mir 谷間に横たわるあの城が
Das Schloss im Tale liegen, いま眼の下に見えるような気がする，
Und ist doch so weit von hier! 城はここからはあんなに遠いというのに！
Als müsste in dem Garten 白や赤のばらが咲きこぼれる
Voll Rosen weiß und rot, 花園の中で，私の恋人が
Meine Liebste auf mich warten, いまも私を待っっているような気がする，






る。例えば，時間，一時，または時代という意味も含まれ，第二節最後の一文 ‘der alten 
schöne Zeit’ は歴史的に過ぎてしまった美しい古代なのかそれとも個人的な過ぎ去った一
時かははっきりとは表現されていない。さらに，接続法が用いられているため非現実的な
印象をもっている。第三節においても接続法が用いられている。‘Als säh ich unter mir 
das Schloss im Tale liegen’ において城は本当に見えないという意味である。見えるよう










Ich kann wohl manchmal singen, 心がうきうきしているかのように
Als ob ich fröhlich sei; 歌うことだってしょっちゅうある




Da wird das Herz mir frei. ようやく平静を保っているくせに
Es lassen Nachtigallen, 春風が吹くと，窓の外で
Spielt draußen Frühlingsluft, とらわれの籠の中から
Der Sehnsucht Lied erschallen 夜鶯が
Aus ihres Kerkers Gruft. あこがれの歌をひびかせる。
Da lauschen alle Herzen, すると，すべての人々が耳をかたむけ，
Und alles ist erfreut, その歌声に心をたのしませる，
Doch keiner fühlt die Schmerzen, 歌にこめられた深い嘆きに気づいて






























Dämmrung will die Flügel spreiten, うす闇が翼をひろげようとしている，
Schaurig rühren sich die Bäume, 樹々がおびえたように身を震わせ，
Wolken ziehn wie schwere Träume̶ 重苦しい夢のように雲が流れてゆく―
Was will dieses Grau’n bedeuten? あたりが灰色になってゆくのは，
 なにを意味しているのだろう？
Hast ein Reh du lieb vor andern, 一頭ののろ鹿をこよなく可愛がっているのだったら
Lass es nicht alleine grasen, ひとりぼっちで野放しにしておいてははいけない
Jäger ziehn im Wald und blasen, 猟師が森をうろつき，角笛を吹いている，
Stimmen hin und wieder wandern. 彼らの声があちらこちらでしている。
Hast du einen Freund hienieden, この世にひとりの友を持っているなら，
Trau ihm nicht zu dieser Stunde, この時刻に心を許してはならない，
Freundlich wohl mit Aug’  und Munde, 眼や口がどんなに親しそうでも
Sinnt er Krieg im tück’schen Frieden. いつわりの平和の蔭で，戦いをたくらんでいるのだ。
Was heut gehet müde unter, 今日，疲れて沈んでいくものは
Hebt sich morgen neu geboren. 明日はよみがえって高くのぼるだろう。
Manches geht in Nacht verloren̶ とはいえ夜のうちに多くのものが失われる―

























































‘Was heute müde gehet unter
Hebt sich morgen neugeboren.
Manches bleibt in Nacht verloren̶









〔Ⅺ〕Im Walde 11. 森の中で
Es zog eine Hochzeit den Berg entlang, 山のすそを婚礼の列が通っていった，
Ich hörte die Vögel schlagen, 小鳥の歌う声が聞こえていた―
Da  blitzten viel Reiter, das Waldhorn klang, ふいにあまたの騎馬の人が馳せかい，角笛が鳴った，
Das war ein lustiges Jagen! にぎやかな狩りの光景だった！
Und eh ich’s gedacht, war alles verhallt, あっと思うまもなく，物音がはたととだえ，
Die Nacht bedecket die Runde, 夜の闇があたりを覆った，
Nur von den Bergen noch rauschet der Wald, 山の方からだけ，まだ森の葉ずれの音がしていた














の中で客観的な出来事は結婚式のいっこうである。この文章の主語は ‘Es’（Es zog eine 
Hochzeit）であることから客観的な知覚と捉えることができる。次の文の主語は ‘Ich’（Ich 





　（Das war ein lustiges Jagen!）の主語は ‘Das’ で ‘Es’ と同じように客観的な知覚で




























Überm Garten durch Lüfte 花園の上の空をとんでゆく
Hört ich Wandervögel ziehn, 渡り鳥の声を，私は聞いた，
Das bedeutet Frühlingsdüfte; その声は春のおとずれを告げていた，
Unten fängt’s schon an zu blühn. 下界では，はや花も咲きそめていた。
Jauchzen möcht ich, möchte weinen, 私は歓呼したかった，泣きたかった，
Ist mir’s doch als könnt’s nicht sein! まるであり得ないことのような気がして！
Alte Wunder wieder scheinen 古い奇蹟が，月の光とともに
Mit dem Mondesglanz herein. いま一度地上にさしこんだのだ。
Und der Mond, die Sterne sagen’s, 月と星はそのことを語り，
Und im Traume rauscht’s der Hain, 森は夢みながらそのことをつぶやき，
Und die Nachtigallen schlagen’s: 夜鶯もそのことを歌っている―
“Sie ist deine, sie ist dein!” ｢あのひとはお前のもの，お前のもの｣と！
（訳：西野茂雄）
　最後の詩もまた夜に歌っているものであるが，不気味な夜の雰囲気ではなく恋を歌っ
たものとなっている。第一節は自然を描写している印象だ。‘Überm Garten durch die 
Lüfte hört ich Wandervögel ziehn’「花園の上の空を飛んでいく渡り鳥の声を，私は
聞いた」渡り鳥が飛んでいく情景が春の香りを連想させるのは，ドイツの寒い冬が終わ
り，美しい春と快適な夏を過ごすために渡り鳥たちがドイツへ帰ってくるためである。
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